
原子力国民会議茨城支部設立5周年記念事業

GX（グリーントランスフォーメーション）
実現に向けて

日 時：2023年7月22日（土）
場 所：水戸三の丸ホテル
主催：原子力国民会議茨城支部
協賛：愛功建設㈱、㈱アセンド、㈱アトックス、 ㈱Ｅ＆Ｅテクノサービス、エイ・ティ・エス㈱、㈱大曽根建設
　　　㈱大貫工務店、株木建設㈱、検査開発㈱、原子力エンジニアリング㈱ 、㈱原子力セキュリティサービス
　　　㈱大輝建設、大昭工業㈱、泰明電設㈱、㈱田口工務店、㈱千代田テクノル、千代田メインテナンス㈱
　　　東興機械工業㈱、㈱ナスカ、㈱ＮＥＳＩ、㈱ペスコ

―エネルギー安全保障と原子力の人材育成―

第5回 『原子力フォーラム茨城』
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―プログラム―

司　　　会　　　播 摩　奈津子　原子力国民会議事務局長
開　　　会
主催者挨拶　　　飯 島　一 敬　茨城支部代表
　　　　　　　　田 山　東 湖　特別顧問
来 賓 挨 拶　　　石 川　昭 政　衆議院議員
　　　　　　　　上 月　良 祐　参議院議員
　　　　　　　　加 藤　明 良　参議院議員
来 賓 紹 介　　　県議会議員、市町村議長

基 調 講 演　　　額 賀　福志郎 氏
　　　　　　　　衆議院議員、自民党総合エネルギー戦略調査部会長
　演　　題　　　GX（グリーントランスフォーメーション）の展望と原子力の課題等について

基 調 講 演　　　阿比留　瑠 比 氏
　　　　　　　　産経新聞論説委員兼政治部編集委員
　演　　題　　　今後の政局とエネルギー安全保障について

パネルディスカッション
　コーディネーター（司会）　檜 山　敏 明　
　　　　　　　　　　　　　 元九州大学教授・原子力国民会議理事・茨城支部副代表
　パネラー　　　額 賀　福志郎 氏
　　　　　　　　阿比留　瑠 比 氏
　　　　　　　　下 路　健次郎　　いばらき自民県議会議員（東海村選挙区）
　　　　　　　　飯 田　英 樹　　　茨城県町村議会議長会会長・大洗町議会議長
　　　　　　　　萩 谷　弘 通　　　原子力施設運転保守会社経営者
　　　　　　　　大 津　乃 亜　　　原子力技術者

閉 　 　 会

Program
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　我が国の原子力基本法が昭和30年に制定され、原子力の研究と開発がこの茨城から始まり、全盛
期には国内で54基の原子力発電所が稼働し、国内経済を支える大きな役割を担ってきました。平成 
23年3月の東京電力福島第1原子力発電所事故後12年間原子力の冬の時代が続き、現在稼働中の
原発は10基であり、国内経済だけではなく、原子力に関わる技術の継承と人材の確保も計り知れない
打撃を受けました。

　岸田総理が議長のGX（グリーントランスフォーメーション）実行会議が 昨年8月、今後の原子力政
策として「再稼働への総力結集」、「既設炉の最大限活用」、「次世代革新炉の開発・建設」、「バックエ
ンドプロセス加速化」、「サプライチェーンの維持・強化」等を議論し、これらの課題解決にはいずれも
「人材の確保」と国民の「理解の確保」が重要であると指摘しました。

　福島事故後の平成 26年4月25日、『原子力を国民の手に取り戻す』という理念を掲げた一般社団
法人原子力国民会議が設立され、「新しい原子力を創る」という趣旨に賛同し、令和元年6月2日に茨
城支部が設立されました。これまで田山東湖初代支部代表のもとに『いまこそ、発祥の地茨城から原子
力の再興を！』を旗印に掲げ、原子力の理解活動として草の根勉強会「サイエンスカフェ茨城」、原子力
施設見学会、国会議員と地域代表者との意見交換会等の「原子力フォーラム茨城」を実施し、ここに設
立5周年を迎えました。

　茨城県内には、国の原子力研究開発機関、東京大学・東北大学・茨城大学の研究施設、日本原電
の東海第二発電所を中核として原子力施設が多数立地し、半世紀以上の長期間に亘って原子力の研
究開発を担い、地域の方 と々共存共栄してきた誇るべき実績があります。今後、これらの機関や諸施設
との連携を図り、長期的な視点から「人材の確保」や地域住民の原子力に対する「理解の確保」をはじ
めとするGX実現に向けた支援活動に取り組んでまいります。
　
　本フォーラムでは、『GX 実現に向けて―エネルギー安全保障と原子力の人材育成―』の基調講演
とパネルディスカッションを通して地域住民、地域を代表する議員、行政を担う方々及び報道機関の皆
様と情報を共有し、課題の解決に努め、原子力の恩恵を再び享受できる地域社会を目指す所存です。
　今後とも皆様のご支援、ご協力を賜りたく、お願い申し上げます。

（一社）原子力国民会議　茨城支部代表

主催者挨拶

飯 島　一 敬
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　本日、原子力国民会議茨城支部設立記念事業として、GX（グリーントランスフォーメーション）実現

に向けて、エネルギー安全保障と原子力の人材育成をテーマに第５回「原子力フォーラム」を開催いた

しましたところ、多くの皆様にご参加を頂きありがとうございます。

　また、今回の開催に当たり、協賛を頂きました各企業の皆様にも感謝を申し上げます。

　今回は、政府与党のエネルギー問題の取り纏め役でもある衆議院議員自民党総合エネルギー戦略

調査部会長額賀福志郎先生、取材側の立場から長年総理官邸キャップを務めてこられた、産経新聞

論説委員兼政治部編集委員阿比留瑠比氏をお招きして基調講演、そしてパネルディスカッションを企

画いたしました。

　平成23年3月11日の東京電力福島第1原子力発電所の事故以降、原子力発電に対する世論の動

向は相当なものでした。温暖化による異常気象、環境破壊を背景に先進国が原子力発電を進めている

中、我が国だけが取り残されるわけにはいかない、実績のある、安定した電力供給可能な原子力発電

を一歩でも前に進めたいとの思いから「いまこそ、発祥の地茨城から原子力の再興を！」を旗印に令和

元年6月2日に仲間とともに茨城支部を立ち上げて活動してまいりました。

　我が国においても、昨年8月24日に岸田総理が、国の化石燃料を中心とした経済社会システム全体

を変革するためのGX実行会議において、原子力の課題などについて前面に立って対応するとの発言

があり、加えて原子力発電所の新増設、次世代原子炉の開発が示されました。その成果の一つとして、

先の通常国会において原子力発電所の運転期間を60年超も可能とする法案が可決成立しました。

　まだまだ道半ばでありますが、茨城支部設立5年を一つの区切りとして、6月開催の定時常任幹事会

において、設立時から活動を共にしてきた飯島副代表に次のステージのかじ取りをお願い致しました。

私は、引き続き特別顧問として、茨城県議会議員の立場から、エネルギー安全保障の基幹エネルギー

である原子力について取り組んでまいります。

　この間の、皆様方のご支援、ご協力に対し感謝を申し上げ、ご挨拶といたします。　

( 一社 ) 原子力国民会議　茨城支部特別顧問

ご挨拶

田 山　東 湖茨城県議会議員
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衆議院議員

ご挨拶

石 川　昭 政
　原子力国民会議茨城支部設立5周年を祝し第5回原子力フォーラム茨城のご開催誠におめでとうご

ざいます。

　原子力国民会議の皆様におかれましては、「原子力を国民の手に取り戻す」という理念の下、 2011

年の福島第一原子力発電所の事故によって失墜した原子力に対する国民の信頼を取り戻すべく草の

根活動を実践いただいておりますことに心より敬意と感謝を申し上げます。

　昨年8月のGX実行会議における議論に基づき、岸田総理は既存の原発を最大限に活用するという

考えを示し、運転期間の延長についても検討の指示が出されました。

　ご案内の通り今国会において提出・成立いたしましたGX脱炭素電源法は、安全審査や裁判所の命

令など事業者が予想できない理由による停止期間を除くことが盛り込まれるとともに原則40年の運転

規定を、運転開始から30年を超える場合に10年以内に規制委員会が認可を繰り返し、事実上、60年

超の運転が可能とすることができました。原子力規制委員会が安全審査する体制に変わりはありませ

んが、原発を活用した電力の安定供給や脱炭素社会の実現を「国の責務」とし、運転期間についての

規定を原子炉等規制法から削除するとともに、経産省が所管する電気事業法に移し、経産省が脱炭

素と電力の安定供給に資すると判断した場合に延長する仕組みとなりました。

　私は、第3回原子力フォーラムの講演において問題提起したことが、皆様と共に課題解決に向けて実

を結ぶことができましたことに心より感謝申し上げる次第です。

　引き続き、衆議院原子力問題調査特別委員会理事として、また、党原子力規制に関する特別委員会

委員長代理として、エネルギー自給率の向上、原子力政策のさらなる発展に向けて取り組んで参ります。

　結びに、本フォーラムの成功と本日ご参集の皆様方のご健勝とご多幸を祈念申し上げ、ごあいさつと

させていただきます。
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参議院議員

祝　辞

加 藤　明 良
　第5回原子力フォーラム茨城のご開催心よりお慶び申し上げます。一般社団法人原子力国民会議茨

城支部の飯島一敬代表はじめ、田山東湖特別顧問、関係各位にはいつもご指導ご鞭撻を頂戴してお

りますこと感謝申し上げます。また、本フォーラム開催にあたりご尽力頂いた皆様方には感謝と敬意を

申し上げます。昨夏の参議院選挙におきましても関係各位には大変お世話になり、国政へと押し上げて

頂きましたことに改めて感謝申し上げます。

　さて、昨今の私たちを取り巻く世界情勢は、ロシアのウクライナ侵攻等に起因した燃油物資の高騰

等、日本のエネルギー安全保障に関する課題が露呈している状況にあり、私たちの日常生活に甚大な

影響を及ぼしていると言えます。

　茨城県では東海村への原子力研究施設誘致以来、原子力の平和利用の進展と共に原子力関連施

設が近隣進出し、茨城県の発展にも繋がってきました。その一方で東日本大震災発災によって、東海第

二原子力発電所が発電休止を余儀なくされておりますが、新たな規制基準が設けられるなど、多くの

安全・防災対策が強化されて きました。

　私も県民の皆様の声を国政へと反映させられる様に努めて参る所存でございますし、何よりも茨城

県の発展につながる仕事を 国政の立場でして参りたいと考えております。

　今後も一般社団法人原子力国民会議茨城支部の皆様方におかれましては、原子力利用の推進と

共に、県民が安心して暮らせる社会の実現のためにご尽力頂きますことをご期待申し上げますと共に、

本日ご参集の皆様方のご健勝ご多幸をお祈り申し上げまして、本フォーラムに寄せる祝辞とさせて頂き

ます。
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水 戸 市 長

ご挨拶

高 橋　 靖
　一般社団法人原子力国民会議茨城支部が設立5周年の記念すべき節目を迎えられましたこと、お

慶び申し上げます。また、GX実現に向けてと題して「第5回原子力フォーラム茨城」が、ここ水戸市で開

催されますことに感謝申し上げます。

　今、多くの市民の皆様は、2021年から始まるエネルギー価格の高騰、そしてそれに伴う物価高が大

きな負担となっていることに加え、今後のエネルギー価格が未だ不透明である状況に、不安を抱えなが

ら生活を送っております。

　このような状況に対し、国、県、私ども地方自治体は、一体となって経済的支援をはじめとする各種対

策を講じておりますが、根本的な解決を図るためには、日本が抱えるエネルギー問題に国を挙げて取り

組んでいくことが重要であると考えております。

　この日本のエネルギー問題は「安全性」をはじめ、「安定供給」「経済性」「安全保障」など、多様な視

点から考えていくことが重要であるとともに、「世界的な要請でもあるGXの実現」に向けた課題とも複

合的、総合的に議論していく必要があります。

　そして、私は、このような多角的に捉えるべき課題であるからこそ、一人ひとりが「自分ごととしてエネ

ルギー 問題を考えること」が重要だと認識しており、特に、東海第二発電所から半径30㎞圏に位置す

る水戸市の首長としましては、一層「市民の皆様にエネルギー問題を考えていただく機会の創出」に努

めていく必要があると思料しているところでございます。

　「第5回原子力フォーラム茨城」は、その機運を高めていただける大変有意義な取組であり、本市に

おきましても、この度のフォーラム開催を契機に、市民に対するGXやエネルギー問題の理解促進に一

層取り組んでまいりますので、引き続き皆様方の御支援を賜りますようお願い申し上げます。

　結びに、原子力国民会議茨城支部のますますの御発展、並びに原子力フォーラム茨城の御盛会を

心から祈念いたしまして、挨拶とさせていただきます。
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國 井 　豊大 洗 町 長

ごあいさつ

　第5回原子力フォーラム茨城の開催にあたり、原子力国民会議茨城支部設立5周年をお祝い申し上

げますとともに関係者の皆様のご尽力に対し心より敬意を表します。

　原子力は、長期的なエネルギー需要構造の安定性に寄与する重要なベースロード電源であり、

2050年のカーボンニュートラル実現に向けた確立した脱炭素技術であることは揺るぎないものであり

ますが、東日本大震災以降、趨勢は向かい風の状況にあり、原子力の研究開発が停滞するなど、憂慮

される状況が続きました。

　こうした中、令和５年２月に「ＧＸ実現に向けた基本方針」が閣議決定され、安全性の確保を大前提

に「次世代革新炉の開発・建設」などの原子力政策が示されたことは、長期的な視点はもちろんのこと、

昨今の異常気象等によるエネルギー需 要量の増加や、発電施設の老朽化等に伴うエネルギー供給

量の不足、さらには、石油価格等の上昇に伴う電気料金の高騰など、喫緊の課題の解決に向けても大

変意義深いものです。

　今後、令和3年7月に再稼働した「ＨＴＴＲ」を活用した水素製造技術の研究開発に加え、令和7年3

月の再稼働を目指すとされている「常陽」を活用した医療用アイソトープの国産化など様々な研究開発

に期待が高まっております。

　また、廃炉が決定された「ＪＭＴＲ」の後継炉につきましては、原子力国民会議茨城県支部のご提言

を受け、令和4年9月に文部科学大臣に対し新照射 試験炉の早期実現を要請したところです。

　これからは、廃炉も含めた原子力の基礎基盤を引き続き高い水準で維持していくことが極めて重要

であります。今後とも原子力研究開発の支援を通して、国の原子力政策に貢献しながら、科学技術とそ

れを支える有為な人材が集積するまちづくりを進めていく所存です。

　結びに原子力国民会議茨城支部のご発展と本日ご参加の皆様方のご健勝、ご活躍を心より祈念申

し上げ、ごあいさつといたします。
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祝　辞

那 珂 市 長 先 﨑 　光
　この度、原子力国民会議茨城支部が設立5周年を迎えられましたこと、心からお祝い申し上げます。ま

た、貴支部における国内のエネルギー問題や環境問題への精力的な取り組みに、深く敬意を表します。

　さて、私たちの生活や社会・経済活動を守るためには、エネルギーが安定的に、安価に供給されるこ

とが欠かせません。将来にわたって安定供給を確保するためには、緊急避難的な緩和措置に頼るだけ

でなく、エネルギー危機に耐えうるエネルギー需給構造に根本的に変えていく必要があります。これは、

脱炭素に向かう上でも世界の潮流となっています。

　しかしながら、現在も続くロシアによるウクライナ侵略により、世界のエネルギー情勢は一変しまし

た。それ以前から続くコロナ禍などさまざまな影響もあって、世界各国でエネルギーのインフレーション

が起きており、日本でも電力需給ひっ迫やエネルギー価格の高騰が生じています。日本はエネルギー

資源にとぼしい国であることから、安定供給の確保の重要性が改めて認識されました。

　このような状況のなか、5月にＧＸ推進法が成立し、これまでの石炭や石油などの化石エネルギー中

心の産業・社会構造から、CO2を排出しないクリーンエネルギー中心に転 換することが示されました。

「2050年カーボンニュートラル」という国際公約を掲げる日本にとっても、クリーンエネルギーへの転換

は避けて通れない道です。国の方針においても、原子力は安定供給とカーボンニュートラル実現の両立

に向け、安全性を最優先にその活用が示されているところです。

　貴支部がこれからも、エネルギー政策における課題の解決に向けて活動いただくことは、ＧＸの実現

に向けて、たいへん意義のあることと認識しております。皆様の熱い想いが地球環境の維持と安心、豊

かさ、快適さの実現に寄与しますことを心より祈念しまして 、お祝いの言葉といたします。
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ご挨拶

鉾 田 市 長 岸 田　一 夫
　原子力国民会議茨城支部設立5周年記念事業「第５回原子力フォーラム茨城」の開催誠におめでと

うございます。

　現在における原子力政策を語るときに、平成23年3月11日に福島第1原子力発電所で起きた大変

不幸な事故を避けて通る事はできません。

　お亡くなりになった方たちのご冥福と、ご遺族の皆様に心からのお見舞いを申し上げます。

　あの事故以降、原子力のあり方については、混迷を続け「悲惨な事故、原子力は怖い」等々、負のイメ

ージばかりが人々の脳裏に残されていると言っても過言ではないと思います。

　しかし、あの事故によって国民の目は「原子力のあり方」そのものに向けられ、今まで関心の薄かった

人達の視線を集めることになり、現在の大きな課題である地球環境問題と相まって、それぞれの立場か

ら様 な々意見が交錯するようになりました。

　このような状況の中、今回、「原子力発祥の地である茨城」に於いて、このようにフォーラムが開催さ

れますことは、大変意義のある事だと考えております。

　単に原子力の是非を問うのではなく、原子力とはどういうものか、私たちの生活とどのように関係して

いるものか、「正しく理解し、正しい判断をする」そのきっかけにしなければなりません。

　今回の、「第5回原子力フォーラム茨城」で行われます講演並びに、パネルディスカッションが、その機

会になると信じております。

　今後の日本のエネルギー問題を考えるとき、原子力というものに対し、国民一 人ひとりが、理解し、

納得しながら進んで行くことが大切になっていくと考えます。

　そのような意味においても、引き続き、飯島一敬代表、田山東湖特別顧問を中心に、一般社団法人

原子力国民会議茨城支部の益々のご活躍を心からご期待申し上げる次第です。
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ごあいさつ

茨 城 町 長 小 林　宣 夫
　本日、「第5回原子力フォーラム茨城」が盛大に開催されますこと、心よりお喜び申し上げます。また、

原子力国民会議茨城支部が設立5周年を迎え、設立の発起人代表でございます田山東湖茨城県議

会議員をはじめ、原子力国民会議茨城支部の皆様並びに関係各位のこれまでのご尽力に対し、深く敬

意を表する次第でございます。

　昨今、世界規模で異常気象が発生し、気候変動問題への対応が迫られ、脱炭素化を社会全体で考

えなくてはいけない時代を迎えています。一方で、昨年2月には、ロシアによるウクライナ侵攻が発生し、

いまなお戦渦が続く中、世界のエネルギー情勢は一変し、我が国においても、原油や穀物価格が高騰

し、電気代、食料及び日常生活品の値上げなど、住民の暮らしは大変厳しい状況に直面しております。

　こうした状況の中、今後のエネルギー政策に関しては、本年5月に原子力発電所の運転期間の60年

超への延長を盛り込んだ「ＧＸ脱炭素電源法」が成立し、既存の原発を可能な限り活用しながら、温暖

化ガスの排出削減と電力の安定供給の両立を目指していくことが示されました。そうした国の政策に対

しては、住民の理解や意見を反映させることが非常に重要であると同時に、そのような機会を設けるこ

との大切さを痛感しているところでございます。

　原子力国民会議茨城支部におかれましては、地域住民の生活に深く係わる原子力施設などについ

て、地域の草の根対話活動を通し住民の理解促進のための活動やその声を国の政策に反映するため

の活動を積極的に行っておられます。これらのことは、今後のわが国のエネルギ ーの在り方を選択して

いく際に、大変意義のある活動であると考えるところであります。

　結びに、本日のフォーラムのご成功と貴支部のご発展並びにご列席の皆様方のご健勝とご多幸を心

からご祈念申し上げ、ご挨拶といたします。
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衆議院議員　自民党総合エネルギー戦略調査部会長基調講演ご紹介 額 賀　福志郎 氏

額 賀　福志郎　略歴

昭和 19年 1月 茨城県行方郡麻生町生まれ
早稲田大学卒業、産経新聞社入社 

昭和 53年 12 月　茨城県議会議員に初当選（以後 2期）
昭和 58年 12 月　衆議院議員初当選
平成 9年 9月　内閣官房副長官（第 2次橋本改造内閣）
平成 10年 7月　国務大臣 防衛庁長官（小渕内閣）
平成 11年 10 月　内閣官房副長官（第 2次小渕改造内閣、森内閣）
平成 12年 12 月　経済企画庁長官（第 2次森改造内閣）
平成 15年 9月　自民党政務調査会会長
平成 17年 10 月　防衛庁長官（第 3次小泉改造内閣）
平成 19年 8月　財務大臣（第 1次安倍改造内閣、福田内閣）
平成 25年 10 月　衆議院国家安全保障に関する特別委員会委員長
令和 3年 10 月　衆議院議員当選（連続 13期）

［現在］
自民党東日本大震災復興加速化本部長
自民党総合エネルギー戦略調査部会長
自民党税制調査会顧問

演　題
GX（グリーントランスフォーメーション）の展望と
原子力の課題等について
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産経新聞論説委員　兼政治部編集委員基調講演ご紹介 阿比留　瑠 比 氏

阿比留　瑠 比　略歴

1966 年生まれ、福岡県出身。
早大政経学部卒業後、1990 年産経新聞入社。
仙台総局、文化部、社会部を経て 1998 年 7月より政治部。

第一次安倍内閣、鳩山内閣、菅直人内閣、
第二次安倍内閣で首相官邸キャップ。

著書に『総理の誕生』( 文芸春秋 )、『政権交代の悪夢』( 新潮新書 )、
『だから安倍晋三政権は強い』( 産経新聞出版 ) など。
近著 (6 月 2日発売 ) は西岡力氏との対談『安倍晋三の歴史戦』( 同 )
がある。

演　題
今後の政局とエネルギー安全保障について
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パネラー紹介

〇檜 山　敏 明　　原子力国民会議理事、茨城支部副支部長
　1955 年 9月　茨城県小川町（現小美玉市）生まれ
　1980 年 3月　東京都立大学大学院工学研究科修士課程修了
　1980 年 4月　動力炉・核燃料開発事業団入社、プルトニウム燃料、再処理技術の研究開発に従事
　　　　　　　　 博士（工学）（東京工業大学）
　2015 年 4月～ 2021 年 3月
　　　　　　　　 九州大学アイソトープ統合安全管理センター教授

〇下 路　健次郎　　いばらき自民県議会議員 ( 東海村選挙区 )
　1972 年　　　  茨城県那珂郡東海村に生まれる
　1990 年　　　  茨城県立太田第一高等学校 卒業 
　1995 年　　　  国士舘大学政経学部政治学科 卒業 
　1996 年　　　  衆）梶山静六事務所入所
　2010 年　　　  茨城県議会議員選挙に那珂郡選挙区で当選 
　2023 年　　　  茨城県議会議員 現在 4 期目

〇飯 田　英 樹　　茨城県町村議会議長会会長、大洗町議会議長
　平成 23年 　大洗町議会議員　初当選
　平成 25年 10 月 30 日　文教厚生常任委員会　委員長　就任
　平成 27年 11 月 3日　大洗町議会議員就任（第 2期）
　平成 27年 11 月 4日　文教厚生常任委員会　委員長　就任
　令和 元 年 11 月 8日　総務常任委員会　委員長　就任
　令和 3年 11 月 1日　大洗町議会議長　就任（～現在）
　令和 4年 6月 1日　茨城県町村議会議長会　会長　就任（～現在）

〇萩 谷　弘 通　　原子力施設運転保守会社経営者
　1962 年 11 月　生まれ
　1984 年 3月　茨城大学工業短期大学部　工業化学科卒
　1984 年 4月　原子力施設運転保守会社入社
　2019 年 3月　取締役就任
　2022 年 11 月　代表取締役社長就任、現在に至る

〇大 津　乃 亜　　原子力技術者
　2020 年 3月　国立茨城工業高等専門学校　卒業
　2022 年 3月　茨城大学工学部物質科学工学科　卒業
　2022 年 4月　原子力施設における保守・管理会社　入社
　　　　　　　　 原子力施設において発生する廃水の放射能濃度低減化処理
 　　　　　　　　及び放射能濃度分析業務に従事

（経歴）
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一般社団法人原子力国民茨城支部　－これまでの歩み－

【設立】令和元年（2019年） 6 月 2 日
【茨城支部規約】 （抜粋）
（事業）
第4条　この支部は、第1条の目的を遂行するために本部定款第4条に定
　める事業を遂行するとともに、原子力発祥の地として次の事業を行う。
　1）茨城県内の原子力研究所や原子力関連事業所の再興を支援するた
　　めの活動
　2）原子力人材の育成・養成に係る茨城県内における支援活動
　3）支部活動の賛同者・ボランティアの拡大のための活動
　4）その他、支部の目的を達成するために必要な事業
＜令和元年度＞

設立記念講演会（令和元年6月2日） 「原子力フォーラム茨城」（令和2年1月）
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＊これらの詳細は、28頁記載の茨城支部ホームページでご覧いただけます。

茨城支部設立記念講演会（千代田テクノルコンベンションセンター）

サイエンスカフェ茨城（令和元年9月～、8回、大洗わくわく科学館／ひたちなか商工会議所）

幌延深地層研究センター見学会（北海道）
※原子力文化財団の支援事業

地層処分基盤研究施設（東海村）
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第2回「原子力フォーラム茨城」 対話討論会の様子

一般社団法人原子力国民茨城支部　－これまでの歩み－

※原子力文化財団の支援事業

＜令和2年度＞

ご来賓

茨城支部ホームページ（https://ibaraki-kokumin.org）の開設
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＊これらの詳細は、28頁記載の茨城支部ホームページでご覧いただけます。

第3回「原子力フォーラム茨城」（ご来賓／櫻井講師／会場風景）

＜令和3年度＞

新照射試験炉誘致討論会（第1回、大洗わくわく科学館）
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第４回「原子力フォーラム茨城」

草の根勉強会（高校生）

講演風景

茨城支部常任幹事会の開催

一般社団法人原子力国民茨城支部　－これまでの歩み－

＜令和4年度＞

【支部役員】 ※令和5 年4 月30 日現在
代　　表：田山東湖（茨城県議会議員）
副 代 表：飯島一敬（原子力国民会議理事）
相 談 役：檜山敏明（元九州大学教授）
事務局長：深谷恒美
同上代理：中村保雄
【会員】 正会員：267 名 法人会員：8 社 　　※令和5 年4 月30 日現在
＊これらの詳細は、裏面記載の茨城支部ホームページでご覧いただけます。
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愛功建設株式会社
代表取締役 栗　田　定　之

〒311-1313 茨城県東茨城郡大洗町成田町190番地
　　　　　  TEL（029）264－8833
　　　　　  FAX（029）264－8834
　　　　　  E-mail：aikou-kensetsu@beige.plala.or.jp



原子力フォーラム茨城 23



原子力フォーラム茨城24

〒312-0003 茨城県ひたちなか市足崎1474番地の46
TEL：029-275-1888　FAX：029-275-5660

株式会社 大曽根建設

取締役会長　大曽根 　文 彦

代表取締役　大曽根 　理一郎

技術と誠意で地域に貢献する

株式会社 大貫工務店
〒310-0842 茨城県水戸市けやき台3-62-1 TEL：029-239-3883 FAX：029-239-3881

URL：http://www.oonuki.co.jp

ISO 9001
14001

代表取締役社長大 貫 茂 男

since.
  1927

Toward the 　　  anniversary100
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総 合 建 設 業

大昭工業株式会社
木　村　　晃代表取締役

〒311-3116　東茨城郡茨城町長岡370
　　　　　　　　 TEL：029（292）-1504
　　　　　　　　　FAX：02 9 （ 2 9 2 ） - 8 3 4 7
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泰明電設株式会社
代表取締役 海 老 澤 　 健

水戸市酒門町5039-2
TEL：029-226-4343
FAX：029-226-4346
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株式会社 NESI
私たちが提供するものそれは、“次世代の情報サービス”

数 値 解 析（構造解析、流動解析　等）
システム開発（核物質管理、廃棄物管理　等）
I T インフラ（ネットワーク構築・運用　等）
ドローン／IoT（放射線測定ドローン開発　等）
自社プロダクト（災害情報共有システム迅速果断、
　　　　　　　　　　　音声AIアシスタント　等）

＜事業内容＞

茨城県ひたちなか市東石川3600-3
代表電話番号
TEL：029-219-7733　FAX：029-219-7734
http://www.nesi.co.jp
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【ご入会の方法】
　①茨城支部ホームページのトップページの『茨城支部について』から「入会申込書」を入手し、必要事項をご
　　記入のうえ、郵送、EメールまたはFAXで下記の事務所宛にお申込みください。本部の管理台帳に会員登
　　録されます。
　②ご不明な場合は事務所に電話、EメールまたはFAXでお問い合わせください。

【会員の特典】
　季刊誌の寄贈、各種イベントご案内、メルマガなどの情報の提供

【会員入会金・年会費】（入会年度の年会費は不要です）
　・正会員（個人）　　　1口　3千円以上
　・賛助会員（法人）　　1口　5万円以上
　会員の皆様方の貴重な会費で当会の活動が支えられております。会費の納入にご協力をお願い申し上げます。

【振込先】
　（１）みずほ銀行　根津支店　　普通預金　口座番号１１６７２２２
　　　口座名義：一般社団法人原子力国民会議　シヤ）ゲンシリヨクコクミンカイギ
　（２）ゆうちょ銀行【記号】１０１６０　【番号】７２４０８６８１
　　　口座名義：一般社団法人原子力国民会議　シヤ）ゲンシリヨクコクミンカイギ
　※他金融機関からゆうちょ口座へお振込みの際は、次の内容をご指定下さい。
　　【店名】０一八(ｾﾞﾛｲﾁﾊﾁ)【店番】０１８　普通預金　口座番号７２４０８６８

【お問合せ先】
　原子力国民会議茨城支部事務所
　　〒311-1301　茨城県東茨城郡大洗町磯浜町1870
　　電　  話：029-267-0118　FAX:029-212-7217
　　Eメール : nnc-ibaraki@kokumin.org
　　茨城支部ホームページ　https://ibaraki-kokumin.org

―国民会議の会員申込について―


